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旧規格の手順を見直した。

旭精工株式会社

⑤-3　マネジメントレビュー　手順書

2002年5月25日
2023.11.01

改訂履歴

改訂内容と理由



タイトル

1.目的

2.適用範囲

4.内容

その１

その２

その３

その４

その5 資源の必要性を検討する。

アウトプットされた内容が品質目標に活用できるように有効性のあるものにする。

短期・中期・長期の目標を定め方向性を確認する。

⑤-3　マネジメントレビュー　手順書

各部門（プロセス）が有効性のある活動になっているか検証する。

会社全体及び全プロセスに関連するもの

正規MRは、毎年2月から受審までに開催し、適宜、臨時ＭＲとしても開催する。

正規MRは、取締役で開催する。臨時MRは、ISO推進委員を含めても可とする。

（MR＝マネジメントレビュー）



タイトル

When who what how

いつまでに 誰が 何を どうする

① MR開催までに 管理責任者が MR開催について 取締役に報告する。

START

マネジメントレビュー議事録

② MR開催までに ISO推進委員が データ分析を インプット情報に記入する

マネジメントレビュー議事録

③ MR実施日に 経営者が データ分析などを参考に アウトプットする。

⑤　アウトプットする

④ MR終了後に 経営者が ISO推進委員に通達し 来期の改善資料にする

次期品質目標に繋げる。

又は全体会議で報告

マネジメントレビュー議事録

⑤-3　マネジメントレビュー（経営計画）　フロー図

①監査日を提示する。

②インプット情報を整理する。

①品質目標の結果内容、データ分析の結果を整理する。

②インプット情報を記載する。

①今期の実績や今後のリスクを検討する。

②品質目標の結果を評価する。

③データ分析結果を分析し、改善項目に繋げる。

④　総括まで終える

①経営者は、アウトプットを明確にし、報告する。

計画

MR開催

決定

結果

改善


